
ル イ ス ・キ ャ ロ ル のFeedingtheMindに つ い て

笠 井 勝 子

はじめに

正 確 に は,FeedingtheMindbyCharlesLutwidgeDodgsonと い う

方 が よ い だ ろ う。 こ の小 冊 子 は書 か れ て ち ょ う ど百 年 目 の1984年 に,セ

ル ィ ン ・グ ッ ドエ イ カー の 手 で 出版 さ れ た 。FeedingtheMindは,身 体

が 食物 を 必 要 とす る よ う に,頭 に も食事 が 必 要 だ と い う話 で あ る。 ひ と

こ とで 言 えば それ き りの こ とで あ るが,身 体 と食物 の 関 係 を,頭 に つ い

て 当 て は め た語 りは,説 教 じみ て い る もの の,そ こ に あ るキ ャ ロル ら し

い着 想 と類 推 の 遊 び を紹 介 し よ う。 この 原 稿 が 書 か れ る こ とに な っ た経

緯 は,グ ッ ドエ イ カ ー に よ っ て,後 に記 して お く。 元 のMSは,ハ ー バ

ー ド大 学 の ハ ー コー ト ・エ イ マ リー ・コ レ ク シ ョ ン の 中 に 入 って い る。

1.螺 子 は誰が巻 くのか

呼吸器や循環器の機能の面倒 を人が 自分でみる事になっていたら,あ

るいは,自 分の心臓の螺子を巻 くように人が創 られていたら,い ったい

どうなるだろうか。螺子を巻 くのを忘れた時計が,時 を告げるのをやめ

るように,何 の自覚 も起 きないままに,3時 間 も止 まったまま放って置

かれた心臓のことを思い出したときには,友 人 と外出するの も思 うに任

せない状態になっていただろう。 自然は見事 に人を創 り,そ のおかげで

生きるための源 となる食事は,体 が信号 を送って,忘 れずに摂 るように

できている。空腹感である。呼吸器 も循環器 も,わ れわれの頼 りになら

ない螺子巻 き作業を待たずに,作 動を続けて くれる。ところが頭の方は,
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救いの信号を発することもせず,じ っと捨て置かれたまま耐え続ける。

これが続けば飢餓状態になるだろう。 しかしこの場合の生命は,動 物の

生命ではあっても,と て も人間らしい生命 とは言えない。

体の調子が悪ければ医者に行 って診てもらう。それでは,頭 脳 を医者

に持 っていき,診 察 して脈を診てもらうとどうなるだろう。

2.病 院 で

医者:ど うか されましたか,こ の頭脳は?最 近どうしておられました

か?

何を食べ させたのですか?色 つやがよくないし,脈 が弱いです

な。

患者:じ っは,先 生,最 近あまりきちんと食べていないので,昨 日は

砂糖菓子をいっぱい食べ させ ました。

医者:砂 糖菓子?ど んな?

患者:な ぞなぞ,奇 問が詰まったやつです,先 生。

医者:そ んなことだと思ったよ。 よく気をつけない と,そ ういう甘や

か しをして遊ばせていると,今 に歯が全部がたがたになり,そ

の うちに知能消化不全 を起 こして,寝 込むことになる。これか

ら当分は,ご くあっさりした読み物以外はいけませんよ。小説

は一切だめ。お大事に。

3.応 用

体 をこわ して,食 事制限や投薬の苦い経験をした人は,自 然 と体 によ

い食物は何か,肥 満になって体に負担 を掛けないためには食事の量はど

れ くらいが適量か,一 度に摂る食事のバランスや種類 をどうすべ きかを

考え,ま た食事 と食事の問に間隔 をとって消化器官を休 ませ ることや,

しっかりと咀嚼 して消化吸収を助けて必要 な栄養を体に摂取す ることに
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気 をつける。少な くとも,気 をつけなければならないことがわかって く

る。それでは,こ うした体のために必要な注意を,頭 に置き換えてみる

と,

1)体 のための健全な食物:頭 脳のための健全な読書

2)肥 満体にならないための食物の量:頭 でっかちにならないための

読書量

3)食 物の種類 とそのバランス:読 書の種類 とバランス

4)消 化のための食事間隔:消 化のための読書間隔

5)体 による咀嚼 と消化吸収:頭 脳による咀嚼 と消化吸収

となる。

キ ャ ロル は,1)～5)の そ れ ぞ れ につ い て,簡 単 な 説 明 を加 え て い

るが,そ の 中 か ら,彼 ら しい 着 想 を紹 介 し よ う。

A.肥 満 頭 脳(afatmind)に つ い て

体が必要 とする量 を超 えて食事を摂れば,肥 満 を起 こす。脂肪膨れ

の肥満体があるように,肥 満頭脳 もあるのではないか。肥満になる

と,早 いペースで歩いた り駆け出した りすれば息切れを起こし,ハ

ー ドルは飛び越えられずに転げ落ちることになる。それ と同じよう

に,話 の速度に付いていけず,論 理の垣根をきれいに飛び越えられ

ないで,袋 小路に入 り込みうろうろ と行 き詰 まる人は,頭 脳の肥満

によるものだ。

そういう頭脳に自分は一度や二度は会 ったことがある,と キャロルは書

いているが,そ れがオクスフォー ドとい う大学の環境の中に暮らしてい

たことによるものか,あ るいは彼特有の控えめな言い方のせいか。かの

猫ならにやにや笑うところだろう。
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B.中 休 み につ い て

立て続けに食べてばか りいるのが良 くないように,食 事 と食事の間

には4,5時 間の間を開けて,消 化器官に休み を取 ちせ るのがよい。

同じことは頭脳にも当てはまる。両者の違いは,頭 脳に必要な中休

みの場合は,ほ んの4,5分 間まったく他のことをす ることで,す

っか りリフレッシュして新たに取 り掛か ることができる,と いう点

にある。

C.咀 嚼 と消化吸収について

食物は消化不良を起 こさないためには丸呑みをせず,よ く咀嚼 し消

化吸収することで体に必要な栄養 を摂取できる。未消化のままの食

物の上に,さ らに食事 を詰め込んでみても,体 によいとは言えない。

頭脳について も同じである。優れた書物を幾 ら読んでも,咀 嚼しな

ければ,何 も理解 し吸収 しないことになる。

しかしこの咀嚼については,そ れが厄介な仕事だか ら頭はなかなか喜ん

でや ろうとしない。それ どころか,themindoften"angrilyrefuses"。

そんなことは 「むかつ くか ら」や りたくないのである。 この 厂厄介な仕

事」 とは,具 体的に何 を指すか。 キャロルは,読 書で得た知識,情 報 を

整理 し,分 類 し,ラ ベルを貼ってい くことだ,と 言 う。これは言い換え

れば,書 かれたものを書かれた順序でそのまま素直に受け入れただけで

は,未 消化のまま残 り,や がて不要 として外に排泄され忘れられるだけ

である。消化液を分泌するように,自 分 の中にすでにある知識や情報 を

出し,一 緒に捏ね合わせ 自分の情報 として取 り込め るように整理,分 類,

配列 し直してラベル貼 りをする。 こうしてはじめて,消 化活動は完了す

るのである。
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以 上 は,キ ャ ロル のFeedingtheMindを,整 理 分 類,札 付 け した も

の で あ る。 この 内容 は キ ャ ロル に して は,お 説教 め い た もの で あ る。 た

だ,そ れ もそ の はず とい う,書 か れ た経 緯 を次 に み て お こ う。

4.FeedingtheMindの 背 景

1884年4月9日,キ ャ ロル は ダー ビ シ ャー 北部 の オ ー ル フ リ タ ン に牧

師 の ウ ィ リア ム ・ヘ ン リ ・ ドゥ レ イパ ー を訪 ね た 。 ド ゥ レイパ ー の 妻 の

イー デ ィ ス は,結 婚 前 の 姓 を デ ン マ ン とい い,父 は 高 等 法 院 の 判 事 ジ ョ

ー ジ ・デ ン マ ン
,祖 父 は最 高 法 院 司 法 長 官 トマ ス ・デ ン マ ンで,キ ャ ロ

ル は20年 前 に 遡 る1864年7月8日,イ ー デ ィス と妹 グ レ イス の 写 真 を撮

るた め に,ロ ン ドン の ラ ンベ ス に あ っ た デ ンマ ン家 を訪 れ て,翌 年4月

18日 の 再 度 の 訪 問 の 際 に,イ ー デ ィ ス に オ ル ゴー ル を持 っ て行 っ て い る。

こ ど も ら しい 喜 び を与 え る こ とを生 きが い と も考 え,物 語 を して 聞 か

せ,芝 居 に 連 れ て行 き,手 紙 や パ ズ ル ・ゲ ー ム を こ ど も た ち に送 り与 え

た キ ャ ロ ル は,こ ど もた ちが 成 長 して 大 人 に な る と,そ れ き り途 絶 えて

交 流 を続 け る こ とは きわ め て 稀 だ っ た 。 ア リス ー1デ ル を は じめ数 え切

れ な い 多 くの こ ど もた ちが,時 と と もに キ ャ ロ ル とは 疎 遠 で よ そ よ そ し

い 間柄 に な っ て い った の で あ る が,そ の 中 で も結 婚 後 も変 わ らぬ 友 情 が

続 い た数 少 な い一 人 が,デ ンマ ン 家 の 長 女 で,の ち ウ ィ リア ム ・ ドゥ レ

イパ ー と結 婚 した イー デ ィ ス で あ る。

1872年10月16日 に ジ ョー ジ ・デ ンマ ン に宛 て た キ ャ ロ ル の 手 紙 に よれ

ば,デ ンマ ン は イー デ ィ ス とグ レ イ ス を連 れ て ク ラ イ ス ト ・チ ャー チ の

キ ャ ロル を そ の 留 守 中 に訪 ね て お り,そ の 際 に 自分 が 訳 した グ レ イ の エ

レ ジー の ギ リシ ャ語 訳 を置 い て い っ た。

1878年5月12日 の キ ャ ロル の 日記 に は,ミ ドゥル セ ッ ク ス志 願 兵 の た

め の 日曜礼 拝 に セ ン ト ・ジ ェ イム ジ ズ ホ ー ル へ 行 っ た こ と,偶 然,デ ン
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マ ン判 事 に 会 っ た こ と,判 事 は キ ャ ロル を 自宅 へ 招 き 旧交 を温 め た こ と

を記 して い る。 こ れ は最 初 の 訪 問 か ら14年 後 の こ とで,9才 と6才 だ っ

た イー デ ィ ス とグ レ イ ス は,そ れ ぞ れ23才 と20才 に 成 長 して,し か もas

niceaswhenImetthemaschildrenfourteenyearsagoと 書 いて い る

か ら,姉 妹 が 気 取 りの な い,キ ャ ロル に とっ て 気 兼 ね の な い こ ど もの ま

まの 心 を持 ち続 け た こ と を窺 わせ る。

イー デ ィ ス は絵,特 に 人 物 画 を好 ん で 描 き,キ ャ ロル に 自分 の作 品 を

見せ て絵 が 共 通 の話 題 に な っ た。1881年 に は,イ ー デ ィ スが 描 こ う と し

て い た 百合 科 の 植 物,ば い も を川 か ら摘 ん で き て鉛 の箱 に 入 れ 萎 れ な い

よ う に して 届 け,イ ー デ ィス か らは村 の こ ど も を描 い た 油 絵 が キ ャ ロル

に届 け られ た 。

イー デ ィ ス が ウ ィ リア ム ・ヘ ン リ ・ドゥ レ イパ ー に 出会 っ た の は,こ

の 頃 の こ とで あ っ た。1855年 生 まれ の ウ ィ リア ム は,75年 に オ クス フ ォ

ー ドの キー ブ ル ・コ レ ッ ジ に入 学
,82年 にMAを 取 っ た 若 くハ ン サ ム な

牧 師 で あ っ た 。 ふ た りは結 婚 を望 む が,イ ー デ ィ ス の両 親 か ら身分 違 い

を理 由 に 強 い 反 対 に 遇 う。 そ こで 当分 の 間 は会 うこ と を断 念 した ふ た り

に,運 命 は 味 方 した 。 プ レス トンの 停 車 場 で 偶 然 出会 った こ と を機 に,

決 意 を新 た に,両 親 を説 得 して ふ た りは結 婚 に こ ぎつ け る。結 婚 式 は1883

年6月19日 だ っ た。 こ の5ヵ 月前 の1月16日 に,イ ー デ ィ ス は オ クス フ

ォー ドの ク ラ イ ス ト ・チ ャ ー チ の キ ャ ロ ル の 元 を ウ ィ リア ム と連 れ 立 っ

て訪 れ て い る。 日記 に は(と グ ッ ドエ イ カー は 以 下 の よ うな 引 用 を して

い るが,グ リー ンの 編 纂 で 唯 一 公 刊 され て い る 日記 に は この 日付 の項 目

は な い 。 キ ャ ロル は こ の 頃新 年 を ギル フ ォー ドで 過 ご して,ブ ラ イ トン

の知 人 を訪 ね,1月11日 に ブ ラ イ トンか ら ク ラ イ ス ト ・チ ャー チへ 戻 っ

て い る),DearEdithDenmancameat3withherfiance,Mr.Daper,

andstayedtill5,...Iwalkedtothestationwiththem.

シ ュ ル ー ベ リの聖 マ リア教 会 の牧 師 に な っ た ドゥ レ イパ ー が 半 年 と経
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た な い 同 年 終 りに は,北 ダー ビ シ ャー の町 オ ー ル フ リタ ンへ 栄 転 を果 た

した の は}そ の 陰 に イー デ ィ ス の 父 親 の影 響 力 が 働 い た と推 測 され る。

キ ャ ロ ル が オ ー ル フ リタ ン を訪 れ た の は,ふ た りの 結 婚 の 翌 年1884年

9月22日 で あ っ た。 彼 は到 着 の 夜 か らイ ン フル エ ンザ を発 病 し,12日 間

ほ どの 思 わ ぬ 長 逗 留 を して し ま うが,回 復 は 早 か っ た。 そ し て ドゥ レ イ

パ ー の求 め に 応 じて,土 地 の 人 々 の小 さ な集 ま りの席 で 話 をす る こ とに

な る。彼 と して は極 め て 異例 の こ とだ った。その 際 に 準備 したのが,Feeding

theMindで あ る。 彼 の希 望 で,集 まっ た 人 々 に は,チ ャ ー ル ズ ・ドジ ス

ン との み 紹 介 され,キ ャ ロ ル の名 は 明 か され て い な い。

彼 が,手 書 き し た原 稿 を ドゥ レ イパ ー に 与 えて 牧 師 館 を後 に し た の は

10月4日 で あ っ た。 こ の 時,身 籠 もっ て い た イー デ ィ ス ・ドゥ レ イパ ー

は12月15日 男 の 子 を 出産 した が,2週 間 後 の12月30日 に は 帰 ら ぬ 人 とな

っ た。

以 上 が キ ャ ロ ル の 講 話,FeedingtheMindが 書 か れ た 背 景 の あ ら ま し

で あ る。 手 書 きの 原稿 は,イ ー デ ィ スの 死 後,彼 女 の 思 い 出 が まつ わ る

せ い か,ド ゥレ イ パ ー は長 い 間 手付 か ず の状 態 の ま まに して お い た 。 キ

ャ ロル が 亡 くな って か ら11年 後 の1909年 に,ド ゥ レ イパ ー は,原 稿 の売

却 を書 籍 商 ウ ォ ル ター ・スペ ンサ ー に 申 し出 る。 スペ ン サ ー か ら,ボ ス

トンのN.J.バ ー レ ッ トに買 い取 られ た原 稿 は,収 集 家 ハ ー コー ト ・エ イ

マ リー の 手 に 入 る。 ハ ー コー トの コ レ ク シ ョ ン は彼 の死 後,夫 人 に よ っ

て ハ ー バ ー ド大 学 図書 館 に寄 贈 さ れ,現 在 は そ こ に収 蔵 され て い る。
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